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推移律 ∀a, b, c ∈ X, (a, b) ∈ R, (b, c) ∈ R =⇒ (a, c) ∈ R

であったが、これは (a, b) ∈ R, (b, c) ∈ R を満たすような a, b, c が存在することを意
味してはいない。 =⇒ の意味を思い出すと、

∀a, b, c ∈ X, ((a, b) ∈ R) ∧ ((b, c) ∈ R) ∨ ((a, c) ∈ R)

したがって、R = ∅ ⊂ X × X は推移律を満たす。
B ⊂ C ⊂ A のとき、2A における Möbius 関数 µ の (B,C) での値は、帰納的に
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写像 f, g : X → Z をベクトル (f(x))x∈X , (g(x))x∈X と考えると、g = fζ から
gµ = f が得られる。これは

∀x ∈ X, g(x) =
∑
y≤x

f(y)

から
∀x ∈ X, f(x) =

∑
y≤x

µ(y, x)g(y)

が導かれることを意味している。


